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森北町遺跡

表紙の韓式土器は第2道構面の第 5池状

遺構から出土したものです (縮尺 1:4)。
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1.は じめに

2.周辺の遺跡

森北町遺跡

森北町道跡は,昭和39年にその存在が確認された遺跡で,以降

7次にわたり,発掘調査が行われています。

これらの調査の成果から,当地では縄文時代から現在にいたる

まで,ひ とびとの生活が継続的に営まれてきたことがあきらかに

なってきました。とりわけ,弥生時代・古墳時代の遺構・遺物が

多数確認され,当時かなり大きな,そ して有力な集落が存在した

ことが推定されます。

今回 (8次)の調査は,マ ンション建設に先立ち,およそ1400

∬について実施しています。

第 3次

調 査 地 1立菅 図 (縮 尺 ■ =5000)

東灘区内の遺跡は,そ の立地から,平野部に立地するものと六

甲山南麓の斜面地に立地するものとに分けられます。平野部の遺

跡は厚 く堆積 した洪水砂に覆われていたため,東求女塚・処女塚

などの吉墳をのぞいて最近までほとんど知 られていませんてした。

しかし,近年の調査によって郡家 。住吉宮町・本山など多くの

遺跡が確認・調査されています。これに対して,六甲山南魔の斜

面地に立地する遺跡, とくに弥生時代の遺跡は東から東山・森奥

・坂下山・森北 。金鳥山・神戸女子葉科大学構内・保久良神社・

荒神山・赤塚山と吉くから数多くが知られています。また,銅鐸

出土地として森・生駒・渦ヶ森の3ヶ所が知られていますざ
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森北町遺跡

」一当

に一

必
齢

抑 1

彰

深
‐

1.深江北町 2.三条岡山 3.会下山 4.森北町  5。東山 6。生駒鋼鐸出土地 7.坂下山

8.森奥 9.爽灘血24 10。 東灘血25 ■.森銅舞出土地 12.神戸女子薬科大精内

13。 出口 14.井戸田 15.爽灘血33 16。 東測血34 17.北青木 18.金鳥山

19.保久良神社 20。 東洒山22 21.爽M臨17 22.岡本梅林古墳 23.ヘ ポツ塚

24。 本山 25。 東灘血16 26.岡 本 27.住吉宮町 28.東求女塚古墳
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3.調査の概要

第 1遺構面

氷田

第 ■ 速 構 ― 平 面 図

(縮 尺 ■ =400)

森北町遺跡

今回の調査では, 4枚の遺構面が確認されました。

調査区の西部で洪水砂に覆われた水田址と流路跡が検出されま

した。

水田址は,幅20clnほ どの小さなあぜで長方形に区画され,ひ と

つの面積が15言程度と比較的小さなものです。このような小さな

区画は斜面地で水田を営む際の水まわりの工夫によるものです。

このような水田は現在でも,山間部の小規模な水田において見る

こと力ヽできます。

水日を覆う洪水砂の上層から奈良時代の上器が比較的まとまっ

て出上していること,耕作土から7世紀代の須恵器が出上 してい

ることから, この水田は奈良時代以前,おそらく7世紀代のもの

と考えられます。

須恵器 (水田上面出土)

鮪尺 1:3)

3
水 四 速 符 平 商 図

0
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森北町遺跡

第 2遺構面

5号池状遺構

10・ 12号河道

第 3遺構面

5世紀後半の遺構面と考えられます。池状遺構 lヶ 所 (5号池

状遺構 ),流路 2条 (10。 12号河道)な どが検出されました。

池あるいは川と考えられる遺構です。須恵器・土師器のほか,

韓式土器が出土している点で注目されます。

ともに最大幅 4m・ 探さ 1.3mほ どの南流する流路です。 5世

紀後半の須恵器・土師器が多量に出土 しました。また,河道10か
票 l ※ 2

らは祭祀に使用した滑石製の双孔円板 (鏡の模造品)や日玉も出

土しています。

第 2速 構 商 半 商 図 (縮 尺 ■ =400)

1号竪穴住居

11号河道

4世紀後半から5世紀前葉にかけての遠構面と考えられます。

竪穴住居 1棟 (1号竪穴住居 ),流路 3条 (2・ 3・ ■号河道),

決水砂層などが検出されました。

調査区の南端にあり,そ の北部分を調査 したにすぎません。方

形の住居で, 5世紀初めの須恵器が出土 しています。

北西から南東に流れる浅く,広い流路です。須恵器は確認され

ずD 5世紀初頭の上師器や石製の紡錘主 (糸を紡ぐ道具のはずみ

車)が出上しています。

北西から南東に流れ,カ ープして南西に流れる探さ1.5mほど

の流路です。 4世紀後半の上師器が多量に出土しました。それら

のなかには,尾張 (愛知県)か ら持ち運ばれてきた土器がみとめ

られます。また,ス カイブルーのガラス玉が 1点出上しています。

4
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3号河道

洪水砂

森北町遺跡

2号河道に削られ,ご く一部が調査区の南西隅て確認された流

路です。 4世紀代の上師器が出上 しています。

調査区北半の中央付近に堆積 していた砂層で,土師器とともに

初期須恵器あるいは韓式上器が出土 しています。

第 3近 構 ra■ ‐F― 図   (縮 尺 ■ =

20 cM

(1～ 4:洪水砂〕 5～ 7:2号河道)

初期須恵岳あるいは韓式土器

をふくむ決水砂のひろがり

 `1-《

第 3遺 構 商 出 士 遺 物 実 測 図
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森北町遺跡

4号河道

第 4遺構面 3世紀から4世紀にかけての遺構面と考えられます。竪穴住居

61菓 (2～ 7号竪穴住居 ).流路 2条 (4・ 13号河道),溝など

が検出されました。

6号 竪穴住居

7号竪穴性居

●

.神

.甘き:
0   ・ 0

,つ
"0

13・ 10号河道によって大部分を流され,そ のごく一部が残る方

形の竪穴住居です。

弥生時代後期の 1辺 4.5mを はかる方形の竪穴住居です。大量

の上器のほかっ摂欠岩弊 (手斧として使用)が出土 しています。

直径 6。 5mをはかる円形の竪穴住居です。大量の弥生時代後期

の上器とともに銅鏃が出土 しています。

第 6欠調査でその北半が調査されています。 1辺 4mあまりを

はかる方形の竪穴住居です。覆土から多量の茨が検出され,焼失

したものと考えられます。少量の土器片が出土しています。

ィ

川

十

十

１

/メ

一 引

H号河

2号竪六住居

3号竪穴住居

4号竪六住居

5号竪穴住居

堅穴住居 4出土

銅  鏃

(縮尺 2:3)

Я

日

口

側

〕

竪穴住居 6出上

紡錘車

(縮尺 1:2)

6

3号 霊穴住用

第 4速 構 南 平 面 図 (縮 尺 ■ =300)
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S号竪六住居

7号竪穴住居

13号河道

南部分の流失がひどいため,かたちがはっきりしませんが,直
径 8mを 1ま かる円形の堅穴住居と思われます。この住居からも多

量の炭が検出され,焼失したものであることが確認されました。

弥生時代中期の土器や石製の紡難車が出上しています。

北隅だけが残存している方形の竪穴住居です。少量の上器片が

出土しています。

北西から南へ流れる流路です。弥生時代後期から古墳時代初頭

の土器が多量に出土しています。なかでも中層では,完形の,あ
るいはそれに近い土器が,「ゴロゴロ」という形容がふさわしい

くらいに多 く出土しています。これらのなかには,山陰・山陽・

河内をはじめとして,還 くから持ち運ばれてきた土器が確認され
ています。

森北町遺跡

o                   20 cI

■3号 河 道 出 ―■ 遺 物 実 測 図  (縮 尺 ■ = 4)

7

IT
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森北町遺跡

48ま とめ 今回の調査の成果で注目されるのは,第一に, 7世紀における

農業経営の実際が,その一端ではありますがあきらかになったこ

とです。棚田による小規模な農業経営は当時の新田開発の実態を

かいまみるようです

第二に,弥生時代後期から古墳時代にかけて,当地にかなり有

力な集団が存在 していたことの証拠がかたまってきたことです。

全国各地で弥生時代末から古墳時代初頭にかけての集落遺跡が

調査されていますが,それらは大きく2つに分類することができ

ます。ひとつは小規模な集落で,そ こで用いられる土器も在地の

ものがほとんどのものです。大多数の集落はこちらに分類されま

す。これに対 して,比較的大きな集落て,用いられる土器に在地

のもののほか,他地域か ら持ちこまれたものがかなりの割合てみ

とめられ,ま た,当時の貴重品・ハイテクの粋ともいうべき青銅

製品の出土することが多いものがあります。これらの集落はどこ

にでもあるわけではなく,小規模な集落群のなかにその核となる

かのように点在 します。

森北町遺跡は後者に分類されましょう。他地域から持ちこまれ

た土器はそれらの地域の人々との直接の,あ るいは間接の交流が

あったことをあらわすものでしょうし,青鋼製品はここが技術・

文化の中心であったことをあらわすものでしょう。森北町遺跡で

はこれまでにも中国製の銅鏡・国産の銅鏃などが出土しています。

また, 5世紀に入り,朝鮮半島から新しいやきものが伝わると、

森北町遺跡の人々はさっそくこれを入手しています。ここにも彼

らの先取性がうかがわれます。

これまでの調査の成果によって, この遺跡は弥生時代後期から

古墳時代にかけて,一般の村々を代表し,その核となるようなぅ

あるいは他地域との交流のセンターとなるような拠点集落とでも

よぷべきものであることがあきらかになってきました。

8
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森北町遺跡

※ I

用 言吾 の 解 説

有孔円板とも言います。主として吉墳時代中期に用いられた滑

石製の形代で円面鏡をかたどっています。同種のものに剣をかた

どったものがあります。ともにひもを通す孔があけられており,

榊などにさげられ,ま つりにもちいられたもののようです。

偏平な小型の玉。日のかたちににているのでこの名があります

糸を紡ぐための「つむ」あるいは紡錘とよばれる道具のおもり

の部分です。糸巷棒をこれにさして,糸をつむぐための回転には

ずみをつけます。

日本では, 5世紀のはじめまで土師器とよばれる褐色の野焼き

のものが使用されていました。

4世紀末から5世紀の前半には朝鮮半島から大量の文物が人々

とともに渡来 しましたが,そ のひとつとして, 5世紀のはじめに

ろくろを用いて成形 し,窯をつかって1000度をこえる高い温度で

焼き上げる土器製作の技術がつたわりました。この方法で作られ

た土器を須恵器といいます。

これらの上器のうち,ご く初期のものは,彼の地の技法をその

ままつたえており,朝鮮製 。日本製のどちらとも見分けのつかな

いものすら存在 します。こういった土器を韓国風の日本産土器と

いう意味で韓式上器といいます。

また,須恵器のうち,それらが日本において日用品として一般

的なものとなるまでのもの,貴重品であっただろうころのものを

特に初期須恵器といいます。

柄をとりつけるためのえぐりをもつ方柱状の磨製片刃石斧。後

世の華弊と同様の木材を削るための道具です。

西日本と朝鮮半島南部での出土例が多い遺物です。

萩荒常殺

雷董

霧整撃

※ 5※ 4

劫勘ね造基c韓景土熟

業6

摂欠岩鉾

9
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森北町遺跡

市 内 弥 生 時 代 集 落 遺 跡 出 上 の 銅 鏡 B銅 鏃 一 覧 表

滋 跡 名 所 在 地 種  類 出 土 遺 構

剤 ヒ町遺跡 東灘区森北町 争賊  (戯 ) 包含層

翔 ヒ町遺跡 瑚 駆 剤 LHJ 競 包含層

森北町勘 東灘区森北町 勅 獣 鶴

宅原遺跡 北区長尾町宅原 勅 歌 研

長田神社 長田区長田町 勅 螂

新方遺跡 西区玉津町新方 勅 獣 観

青欄 西区櫨谷町松本 1腺 (麟 ) 表面採集

MEMO

―- 12 -―
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本山遺跡

現地説明会資料 平 成 2年 …2月 4ロ

1.は じめに 本山遺跡は、現在、市街地となっている東灘区の平野部に所在する遺跡

です。これまでに本山遺跡では、縄文時代晩期から弥生時代後期・平安時

代後期から中世までの遺構や遺物が発見されています。弥生時代の遺構は、

現在までに発見されたものはなく、河跡などに大量の土器や石器などが出

土しています。本山遺跡では,和歌山周辺や姫路周辺の上器などが出土し

ており、この地域の拠点的な弥生時代の集落と考えられます。

また,中世の遺構としては掘立柱建物や井戸などが発見されています。

2.調査の概要

2～ 4ト レンチの調査

第 2～ 4ト レンチでは、 3面の道構面が確認されています。地表下約 2

.5奇のところでは、近世の水田跡、約 3.OF拝では平安時代後期から中世の

畠跡が、約 3.5れのところで弥生時代の遺構面が検出されています。

第 1ト レンチの調査

第 1遺構面の調査を終了 し、耕土・盛土を除去 して下の土層 (弥生時代

遺物包含層)の上面を検出中に鍋鋒が出土しました。

鋼鐸は横たわった状態で、鰭を水平よりもやや傾けて出土しています。

現在,遺構に伴って出上しているのかを確認中です。

この鋼鐸は錠の部分は一部しか残っていませんが、身の部分は完全な形

を保っています。現在では酸化して色が悪 くなっていますが、出土当初は

まったくさびておらず新 しい10円玉のようなあざやかな色をしていました。

身の部分の高さが約16セ ンチメー トルの比較的可ヽ型の銅鐸です。完全な形

を推定すると21～ 22セ ンチメートルほどになります。

鋳上がりも比較的良好で文様も鮮明です。一般的な鋼鐸の分類にしたが

えば、扁平鉦式四区画袈裟欅文銅鐸に分類されるものです。

また、埋納の時期は現在、不明です。

銅鐸
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本山遺跡

■
日

3.ま とめ

銅鐸

石器類

銅鐸はこれまでに四百数十をこえる出土例がありますが、そのほとんど

が他に遺構・遺物をともなわず、集落遺跡などからはなれた山中などの場

所で出上したものです。

したがって鋼鐸は山中や丘陵部に埋納され、祭祀の際に掘り出される祭

器だという考えが一般的でした。また、伴出する遺物の少なさから銅鐸製

造の年代、銅鐸を埋めた年代を正確にすることには、困難がありました。

銅鐸の平地での出土例は少なく、今回の例を含めその取り扱われ方の

問題として、平地出上の銅鐸がもつ性格と山中出上の鋼鐸がもつ性格が今

後比較検討されることになるでしょう。 また今回発掘された鋼鐸は付近

から多量の道物が出土しており、その検討によりいままで大まかにしかと

らえられなかった銅鐸の埋納・廃棄の年代を明らかにする手掛かりが与え

られることとなるでしょう。

第二に注目されるのは石器類の豊富さです。今回の調査地は西にひろが

る弥生時代集落縁辺部のイヽ谷地形の部分にあたると推測されますが、ここ

に残された石包丁の数量には目をみはらされます。

そのなかには大型石包丁が 4～ 5点存在 します。この遺物は、通例ひと

つの違跡で 2点も出土すれば多い方と考えられるようなもので、出上しな

い遺跡がほとんどです。本山遺跡の出土量は通常のものではありません。

大量の石包丁のなかには、未製品も存在 します。これらのことからする

と、当遺跡においては流通にのるような石器生産がおこなわれていた可能

性があるかもしれません。

磨製石貪」は長さ18.4セ ンチメー トル・幅 4.0セ ンチメー トルのものです。

磨製石剣は神戸市内では,数遺跡で破片が出上 している程度で、完形品は

かつて市西部で採集されたものについで 2点目です。
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本山遺跡

神 戸 市 内 発 見 の 鋼 鐸

地 1遺跡名  1所在地

東灘区森北町 6丁 1 外縁付饂Ⅱ式 133.0

渦森   i東灘区渦森台 1丁 1 痛平鉦式

2.外縁付銀 I式 142.4
2区流水文

3謝購網闘tⅡ 式 144.5
2区流水文

4蝙平鋭式  142.0
4区製

5.扁平鋭式  139。 2

4区袈裟欅
儀
靴 常 1聞6甥

尋__1こ菫4」IJ_璧卦卓

7.扁平観式  141.9

轟 T辞
~~1

議
|」

・ ~~1

8漏平凱式  142。 2

9婦平鑑式  142.9

1編裏 賦  121.9
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本山遺跡

懲図
層脚
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Y
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醐 難I畳

銅鐸出土地

銅支出土地

1:本山 2:森  3:生 駒

5:保久良神社

東 灘 区 内 銅 鐸 鋼 支 出 土 地
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遺物出土地点  ★ :銅鐸

● :大型石包丁・石包丁・太型蛤刃石斧・砥石

▲ :磨製石剣

本 山 遺 跡 調 査 区 位 置 図

縮尺 約1/1000

穴
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本山遺跡

団
同
川
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ＩＩ
Ｖ

第3ト レンチ 2号流路出土

磨襲石剣  (縮尺1/2)

第2ト レンチ 6号流路出土

大型石包丁  (縮尺 1/3)
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本山遺跡

参考 鋼鐸とは

4

銅 鐸 の 部 分 名 称

弥生時代につくられた青鋼製の宝器のひとつ。この時代の国産青鋼製祭

器は他に銅釧・鋼鏡や武器形の宝器としてのの銅会1・ 鋼矛・銅党・銅鏃な

どがありますが、これは釣り下げて鳴らす鈴の形とるものです。

その祖形は弥生時代に農耕とともに伝えられただろう「朝鮮式小鋼鐸」

と考えられ、初期の小型のものから次第に大型化 していくという変遷が認

められます。また大型化とともに銅鐸をつりさげるための銀の部分が実用

的な厚いものから装飾の多い非実用的なものへと変化することも認められ

ます。

この変化からは、本来この銅器がもっている鳴らすという機能をたもっ

ていた初期のものが、次第に本来の機能を果たすよりも祭祀の場に据え置

かれいつきまつられる対象となっていき、大型化していったという経緯を

推測できます。

銅鐸の性格については、一般的には農耕に関係 した『まつり」ごとに用

いられたと推定されていますが、その多 くが山中からなんらの施設も伴わ

ず出土するため、必ずしも農耕に限定できないとの説もあり、確定はして

いません。

また、鋼鐸がなぜ弥生時代後期のある時期に埋納され、使われなくなっ

たかについては、土中保管説・隠匿説 。呪術祭祀説等いろいろな仮設があ

り、その実態は謎のままです。

ｏ
ヽヽ・型
持
の
孔

　

内
面
突
帯

流水文銅鐸 袈娑袢文割1鐸

―- 20 -―







高 塚 山 古 墳 群

現 地 説 明 会 資 料

平 成 3年 5月 26日

卒申 戸菊 市 教 育 委 員 会
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高塚山古墳群

調査については、東侯物産株式会社の御協力を得ています。

また、神戸市文化財専門委員の和田晴吾,檀上重光両先生および

_奈良目立文化財研究所 埋蔵来化財センター 田中 琢セング

ー長、奈良国立文化財研究所 飛鳥資料館 猪熊兼勝室長の御指

導をいただきました。

(嘉紙 高塚山 2号墳 線刻壁画 スケッチ)

一- 22 -―



は じめに

高塚山古墳群

垂水区多間町字小東山に所在す る高塚山古墳群 は

福 田川 と伊川 に挟まれた丘陵上 に存在 してます。 こ

の古墳群 は、古 くか ら古墳時代後期の横穴式石室が

数多 くあ ることで知 られています。分 布調査や試掘

調査 によ って15基 程度あることが分か っています。

今回の調査 は、資材置き場造成 に伴 うもので、平

成 3年 3月 1日 か ら発掘調査を実施 しています。

中中【▼祥ド奉

41デ豊
′ェ`子・

′)/Rら
ふ`′生 二` 亮
pl千

差

`

■
=`f西

舒'排
´

,■ 1「 ri●

h

〔
‐
Iざ

,0公コ

舎
哄

響

高塚山古墳群位置図
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高塚山古墳群

2.調 査の概要 今回の調査範囲 は、約2,000∬ で、当初、 3基 の

古墳が存在 してい るもの と考え られていま したが、

新発見の 2基 を加え 5基 あることが分か りま した。

これ らの古墳 は、墳丘の形や、石室の構造・ 規模が

若干異な っています。

(表 -1 高塚山古墳群調査一覧表参照 )

図中の番号 は、古墳番号に対応 します。

'!!IIIII111'1ヤ

鍮
鯵

○…如蝉 域
0-― …古墳
O… ……古墳の可能性のあるもの

2
―- 24 -―



,授L―― ■ V奪迪瞑 r■l翌げ却は
=:卜

 ・J則コ唾――多宅コ電 t

号墳

墳丘 と石

争帝イ¨

高塚山 2号 墳 墳丘実測図

一辺Hmの 方墳です。石室 は、南 に開 口 し、開 口

部の南側を平坦 に削 っています。周溝 らしき もの は

認め られませんで したが、古墳の裾を削 った痕跡が

あ りま した。 この窪みか ら須恵器の饗の破片がた く

さん出上 しま した。

｀

,ド

｀Чい｀

|・
・

高塚山古墳群

線刻壁画のある石

室

3

古壇名 唄丘外必 lA丘服根 BA丘再 (■π) 埋算施設 玖室長

玄室幅

奥Ц田・ 構田

玄嵐再

(襲再) 俊遺長 換遺IB 農遺再

再ほ山 2号 lA 方壇 向Jと と歩 。東西HB l,6● 横穴式石室・右片描式 3.4萬 l.a勇 1.15● 1.78B 3。 3“ 1.2Й l.缶

再暉山391A 不明 不明 不切 IR穴式酒室・無油式 2.00B l.10B l.α 勇 0。 7● l.20B 0。 9硝 0。 缶

再颯山1号 BA d立員武古壇? 全長な l.9B 横穴式石室・左片積式 2.90a l.16B “
．

0.8B 2.90B 0.8a 0。 6B

再暉山5号壇 不明 不明 不明 横穴式石室 0.5o 0。 3隣 不明 不明 不明 不明 不明

声軍山6号 lA 円壇 開北H・ ・票西12B 1.8● 検穴式石宝・右片油式 3.15B l.2h l.46B ユ.η B 3.54田 1.l“ ユ.1い

―- 25 -―



高塚山古墳群

2号墳の線刻壁画

埋葬施設 は、凝灰岩の切石を一部に使用 した右片

袖の慎穴式こ室です。石面には、石を割 った時のた

がねの跡や、のみ状の工具で石面を整えた痕跡が残

っています。石材 は、バ ランス良 く玄室を 3段 、羨

道を 2段 に積んでいます。 この古墳 も盗掘を受 けて

お り、天丼石 はま った く残 っていませんで した。

また、玄室入 口の左側壁 (東 側 )の 一石が他の石

に比べて表面が きれいに調整 され、 この面 に馬 など

の絵を刻んでいます。

線刻 は、石の右側か ら「田」の字 にみえ るもの と

中央 に馬、その左 に三角や縦横の直線を連続 させた

意味不明の ものが構かれています。

馬 は、たてがみを立てて、頭を右 に向 けて、前脚

を僅か に曲げて立 っています。背中には、鞍の様な

表現 も見 られます。

4-26-

高塚山 2号 墳 線刻壁画拓本



高塚山古墳群

他の意味不明な絵 も今後詳 しく調べ なければな り

ませんが、太い線 と、細 い線 とを使いわけて描いて

い るよ うです。

Om

高塚山 3号 墳 。4号 墳・ 5号 墳

5

6号 墳 墳丘実測図

―- 27-



高塚山古墳群

石室の床面状況

高塚山 3号 墳

石室実測図

3号 墳

墳丘 と石室

玄室の床面に は、板石を敷いていた と思われます

が、盗掘 による攪乱が激 しく、一部 しか残 っていま

せんで した。

玄室の北東隅 と南東隅 に須恵器杯や板状の鉄製品

が出上 しま した。羨道か らの出土遺物 はあ りません

で した。

また、羨道か ら石室外へ幅 2mの 墓道が掘 られて

いま した。 この底か ら須恵器の長頚壷が出土 してい

ます。

4号 墳の墳丘の裾を僅か に削 って、築造 していま

す。今回の調査で新たに発見 された古墳です。墳丘

はほとん どな く、外形 は不明瞭です.が 、東側 に構が

掘 られていた痕跡があ りま した。

埋葬施設 は、凝灰岩の割石を使用 した袖のない全

長 3.2mの 小 さな横穴式石室です。石の積み方 は、

玄室を 3段 に、羨道を 2段 に積み上 げています。天

6一- 28 -



石室の床面状況

井石 は、すべ て落 ち込んでいま したが、盗掘 を受 け

た痕跡 はあ りませ んで した。

玄室の床面には、板石を敷いています。羨道部分

には、敷石はな く輩大～人頭大の石を充満 させた閉

塞石があ りま した。選物は、玄室の北西隅に須恵器

の蓋 とIThが 口を合わせた状態で出上 しています。

幅 2mの 溝が帆立員の形に巡 ってお り、帆立貝式

古墳の可能性があ ります。

石室 は、東に開口 し、左側に袖がある横穴式石室

です。 この古墳 も盗掘を受けてお り、石材は、 1段

分 しか残 っていませんで した。天丼石はま った くな

く、羨道の左側石は、一石だけ残 し抜き取 られてい

ま した。

床面は、地山を平坦に削 った もので、玄室の中央

奥壁よ りに耳環 (耳 飾 り)2個 、袖石があ ったあた

りに H圏 (銀 環 )、 右側壁に沿 うように鉄製刀子が

1点 出上 しています。羨道か らは、須恵器の甕や郭

短頚壷の破片が国まって出上 しま した。

高塚山古墳群

4号 墳

墳丘と石室

石室 の床面状況

高塚山 4号 墳

石室平面図

“
(石 室の床面を上か ら見た図 )

5号 墳

墳丘と石室 3号 墳 と同 じく 4号 墳の噴丘裾を削 って築造 して

います。後世の麗乱によって大き く削 られ、石室を

造 るために掘 った穴 と石材が抜き取 られた痕跡が残

っていただけで した。須恵器の破片が住かに出上 し

ま した。
―- 29 -



高塚山古墳群

6号墳

墳丘 と石室

石室の床面状況

6号 墳は、円墳で、東西に幅約 2mの 溝を巡 らせ

ています。頂部には大きな窪みがあ り、盗掘を受け

ていることがす ぐに分か りま した。

埋葬施設は、凝灰岩を使用 した横穴式石室で、奥

壁か ら開口部に向かって、右側 に袖石を置いていま

す。袖石 は石を縦に使用 しています。 この石を境に

普通、遺体を納める玄室 と、玄室への通路である羨

道に分かれています。 この石室の左側壁 (南 側)は

真 っ直 ぐに造 られていますが、右側壁 は、袖を造る

ためにやや湾曲させ、北側へ出 っ張 っています。

石室の石の積み方は、乱雑に積まれ、玄室を 3段

、羨道を 2段 に積んでいます。天丼石はすべて失わ

れていま した。石面には、わずかに工具による調整

がみ られます。

高塚山 6号 墳

石室実測図

横穴式石室は、複数の埋葬 (追 葬)が できること

が特徴ですが、 この古墳 も最低 2回 の埋葬が行われ

ています。最初に埋葬が行われた床面は、羨道だけ

に石を敷いています。注 目され るのは、羨道の入口

の板石が他の石より大き く、のみ状の工具で丁寧に

面を整えています。 この石の東側 には、板石を縦に

埋め込んでいます。まわ りには、.壷 や郎 などの須恵

器が出上 しています。玄室か らは、鉄釘や馬具など

の鉄製品の破片や、須恵器の蓋郭や高郭などが出上

しています。

追葬が行われた床面は、最初の床面の上に0,15m

ほど上を盛 ってます。床面か らは鉄釘片が出上 して

います。
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4。 まとめ

■山古lA群

各地の線刻壁画

表 -2

兵庫県下の線刻壁画を持つ古墳一覧

高塚山古墳群

発掘調査 された古墳の築造時期は、現在調査中で

もう少 し検討が必要ですが、慨ね、 6号 墳は、 6世

紀後半 ごろ、 4号 墳は 6世 紀後半か ら末 ごろ、 2号

墳・ 3号 墳は 6世 紀末 ごろと考え られます。

高塚山古墳群は、古 くか ら知 られていま したが、

その実態は今回の調査が行われるまでよ くわか りま

せんで した。

特に線刻壁画のある古墳の発見は、神戸市では初

めてです。兵庫県下で も、今回の もので 5例 目と非

常に珍 しいものです。線刻壁画古墳は、九州、関東

、山陰地方に多 く瀬戸内地域での発見は少な く、 こ

の地域の線刻壁画古墳を考えるうえで貴重な発見 と

な りま した。
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高塚山古墳群
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高 塚 山 古 墳 群

理見 封色 司池 リヨ壬善 垂箋 米斗

卒申戸 市 教 育 委 員 会

平 尼覧 4年 3月 8日
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高塚山古墳群

1.1ま じと心イこ

図1 高塚山古墳群と

周辺の古墳

垂水区多聞町字小東 山に所在す る高塚 山古墳群 は

福 田川 と伊川 に挟 まれた丘陵上 に存在 して います。

∂
＼

と,´
ⅢⅢⅢ

/  !

3い、1(/

高塚山古壇群
多聞古 4イ 群

穿r子 古墳群
歌敷山古41群
五色塚古墳・小壷古墳

■
日
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高塚山古墳群

この古墳群 には、分布調査 や試掘調査 によ って 15

基程度の古墳があ ることがわか っています。

平成 3年 3月 1日 か ら実施 した第 1次 調査では、

2号墳か ら 6号墳 までの 5基 の古墳の発掘調査を行

いま した。

この発掘調査で、高塚 山古墳群 は 6世紀 の後半か

ら終末 にかけて築造 された ことが判明 しま した。ま

た、 2号墳では市 内で初 めての線刻壁画の施 された

横穴式石室が発見 され ま した。 この線刻壁画 は玄室

の一石 に馬の絵や意味不 明の絵が描かれていま した。

今回の二次調査 は、平成 3年 12月 3日 か ら発掘調

査を実施 しています。

ヽ
削

ドキド部 冬ヽヾ!苺蟷



高塚山古墳群

2.調 査の概要

1号 墳
ふんき,う

墳丘

石室

1号 墳 は、東西 12m e南北 17mの 楕 円形 の古墳 で

す。

1号 墳 の石室 は、両袖式で、南西 に開 口 して いま

すが、神戸市 内では今 までに例のない構造 の もので

あ ることがわか りま した。

近畿地方 の ほとん どの横穴式石室 は、玄室 とその

通路であ る羨道 とに分かれていますが , 1号 墳 の石

室 は、石室入 日か ら玄室 までの間に、左 の側壁が約

1.5mに わた り約 1 5cmほ ど広 く造 られた箇所が あ り

ます。 この部分 は奥の玄室の前の部屋 「前室」 と呼

ばれ るもの と考え られ ます。

この石室 は玄室、前室、羨道 に分かれた複室 の構

造 を した石室 と言 うことがで きます。

石

天丼石

横 穴 る 室 構 造 図

i頌9
ゴFコィ!k生むり

いし)
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石室の床面状況

承くそうひん

副葬 品

7号墳

墳 丘

石 室

高塚山古墳群

また、 玄室 は横幅が奥行 よ り長 い形の もので 「T

字形」の石室 と呼ばれ るものです。

玄室の床面 には、部分的に凝灰質砂岩の板石を敷

いています。

副葬品は、表急発の小型の鷲浦・球・球讐、鉄製
の直刀の破片が発見 され ま した。

7号墳 は、東西 13m。 南北 17mの 楕 円形の古墳で

す。墳丘の南側で、墳丘の裾 に人頭大の石 を巡 らせ

て いる (外 護列石 )の が確認 され ま した。石室の入

回の左右で確認 され ま したが、一周 して いたか ど ぅ

かは不明です。

埋葬施設 は、凝灰質砂岩を使用 した横穴式石室で、

奥壁か ら開 口部 に向か って、右側 に袖石を置いてい

ます (右 片袖式)。 袖石 は石 を縦 に使用 して います。

7号墳では、羨道部 に石室の出入 りを塞 ぐための

石 (閉 塞石 )が置かれています。お、つ う閉塞石 は ,

一人の人が持 ち運 びで きる程度 の石を使用 していま

すが、 7号 墳では、非常 に大 きな石を使用 していま

す。     4                  -37-

図4 1号墳
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図5 7・ 8号墳

墳丘実測図
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石室の床面状況

副葬品

高塚山古墳群

また、玄室内に水が溜 ま らないよ うに排水溝が造

られています。

石室の床面 には、凝灰質砂岩の板石を敷 いて いま

す。複数 の埋罪が行われているよ うで、板石 の上 と

下 に分かれて遺物が出土 しています。

玄室か らは、鉄釘や馬具などの鉄製品の破片や、

須恵器の平瓶 や郭・ 高郭 などが出上 しています。

羨門部か らは平瓶や高邦が ほとん ど原型を保 って

出上 しま した。

s=1/2

(釧

S=1/1

7襲 産とと

遺物実測図

6

職

図 6
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高塚山古墳群

8号墳

墳丘

石室

0        _               m

石室の床面状況

8号墳 は、東西 Hm。 南北 17mの 楕 円形 の古墳で

す。

8号墳の石室 は、右片袖式で、南西 に開 口 してい

ますが、 1号墳 と同 じく複室の石室の構造 の もので

あ ることがわか りま した。

この石室 は、石室入 口か ら玄室 までの間に左右 の

側壁 に、ニ ケ所、柚石 と同 じよ うに石 を立てて いる

のが確認されました。立てられた石と石のあいだは、

一つの室を意識 して造ったものと思われます。立て

られた石によって区画されたそれぞれの室を玄室、

前室、羨道と呼ばれる構造の石室だとおもわれます。

また、この石室は、全長が 13・ 3mあ り、市内で

最 も長い横穴式石室です。

図7 8号墳

横穴式石室実測図

玄室の床面 には,凝灰質砂岩の板石を敷 いていま

す。 この敷石や奥壁・ 側壁の一部 には火熱 を受 けて

赤 く変色 した箇所や、火熱を受 けて石が割れた所が

発見 され ま した。調査の結果、 ここで人を火葬 した

ためであることが判明 しま した。

7―- 40-
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高塚山古墳群

火葬 された人は、 5人 以上 と考え られ ます。焼か

れた位置 は,本格の置かれて いた部分が火熱 によ っ

て敷石や床面が変色 してい るうえ に、骨が集中 して

出土す ることか らわか ります。

耳環 (耳 飾 り)や 玉などの装飾品 は身 につけた状

態で火葬 されたよ うで、火葬骨 と共 に出上 していま

す。

―

 

一

― ―
イ ´

図8 8号撃距睦:内

(スケッチ)

副葬品は、須恵器の壷・土師器の郭や釘・馬具な

どの鉄製品の破片が発見されました。

副葬品

図9 8襲 趾上 S=1/2
遺物実測図 (1)

8 -41-



高塚山古墳群

S=1/1

9号墳

墳丘

石室

石 室 の床面 状 況

S=1/2

離 08号墳出土

遺物実測図 (2)

東西 13m・ 南北 15mの 精 円形の古墳で、東 に堀が

掘 られています。石室 は、南 に開 口 した右片袖式 の

横穴式石室です。

また、玄室の左側壁 (東 側 )の一石 には、魚 の絵

が刻 まれています。

玄室の床面 には、板石 を敷 いて いま した。盗掘 を

受 けてお り、床面か ら出上 した遺物 は、敷石の隙間

に落ち込んでいた 2点 の耳環 (耳 飾 り)だ けで しノた o

また、7号墳 と同様 に排水溝が造 られていま した。

そ して、羨道か ら石室外 へ幅 2mの 基道が掘 られて

いま した。

9

笏
Ｈ
翠

s=1/2
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密 F~~

線 刻壁 画

ク///
′ ′

剛 19号墳  (スケッチ)

4Elと疋整聾

線刻 は、非常 に細 い繊細 な線で描かれています。

魚 は上下 に2匹描かれています。双方 とも頭を左 に

して描かれています。

下 の魚 は、右端 に尾鰭が表現 され、その下 には鰭

を表現 した と思われ る弧線が描かれています。

上の魚 は、尾鰭の表現が不明ですが ,胸 の付近 に

鰭を表現 した箇所があ ります。

高塚山古墳群

剛 29提鎖 繕 可幽 頸(ω

(スケツチ)   -43-
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高塚山古墳群

3.ま とめ 発掘調査 された古墳 の築造時期 は、現在 、調査 中

で もう少 し検討が必要ですが、おおむね、 1・ 7・

9号墳 は 6世紀後半 ごろ、 8号墳 は 6世紀後半 か ら

末頃 と考 え られ ます 。その後 ,追葬を行 って い ます

が、 7世 紀の前半 には追葬 されな くな った と考 え ら

イ■まづ
~。

高塚 山古墳群 は、古 くか ら知 られて いま したが、

その実態 はよ くわか りませんで した。

今回の調査では、数多 くの発見があ りま した。 ま

ず、複室構造 を持 つ横穴式石室 は、神戸市で は初 め

ての発見です。兵庫県下で は、 9例 日の発見 にな り

ます。

また、横穴式石室で行われた火葬 も、神戸市 で は

初めての発見です 。兵庫県下 で もまだ 2例 日とな る

ものです。

線刻壁画のある古墳の発見は、当古墳群 にお いて

昨年の馬 に次いで、市 内で 2例 目とな りま した。 し

か し、いまだ県下 で は 6例 日と珍 しい ものです 。

「T字形」の石室 は神戸市 内で 2例 日、兵庫県下

で 6例 目の発見ですが、 「T字 形」の横穴式石室で

複室構造の ものは、近畿地方で初めての発見です 。

表 1兵 庫 県 の T字 形 の 横 穴 式 石 室

古 墳 名 所 在 地

1 丁山頂 1号墳 姫路市勝原区丁

2 飾東 1号墳 姫路市

小丸山古墳 御津町中島

4 稲荷山古墳 篠山町

5 毘沙門1号墳 神戸市垂水区舞子坂

高塚山 1号墳 神戸市垂水区多聞町

■
日

■
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高塚山吉墳群

調査につヽ て`は剌輿妨創緯睡湘k冨     の御肋 を得     i
aヽま或

また、呻 観擬牌矮損の和国 1胡糸 檀上 重光両先とおよ

び(奈良回陸文イヒ財研究所埋蔵文化財センター 田中 琢センター魚

韓 イ競孵隣所 飛磯 聴 卸鞘 学養隷懃剤鴎博を
得ました。

瓢 議 li8号墳 線舅蜘  スケッチ)

-45-
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北神第 2地点古墳・第 3地点古墳

1.はじめに ゴ酢勝手2地点・第3地点の2基の古墳tk J的 の建設に伴う分

布調査によって、その名称が付けられました。

北紳三団地の区域内で1よ 昭和酔年 Q97γ⊃ より発掘調査を行って

います。これまでに、第■地区内 く現左の鹿の子合)ヽ気 古墳時代後期

の鱒 髪型鬱鰤麒!とする古墳 C細呻 、横穴式石室を埋
もっぷたしきそう

搬 とする古墳 ё都朗鉄離躍Dや韓 している第9地点1号

墳 醐  ・ 2号墳 (円墳)などの4勲減調議麿されました。そのほ

力＼駒』脚時
「

M9集義箋止 C窮 4幻鉄罰遺物め」や璧釧即寺ドフ9ス邸醍止(鋳箋6・ 47

地雨団め などの多く動 υ:らかになってきました。

第9地点1号墳・ 2号墳と第4兇熊遭跡の一部t表 現地で保存されて

います。また、第13地点帥 石室図臨が駒箸ィド謝勾勺に移築されてい

ます。

また、道場町・ず議訓卜囀でt麟 の回舞勧播諜iとこ伴叫期用躍勤ヾ

行われ、多くの遺跡が見静かっています。

:示 なilすf,:ヤ
'二

■
――- 48- 位置図



2.的

北神第 2地点古墳 。第 3地点古墳

北紳第2地点と第3地点のふたつの古墳tよ 整備・保存されることに

なりました。このため、古墳の形状や規模ミ築造の時期など基礎的な資

料を得るために、昨年3月～5月 に2基の古墳の墳丘を確認するための

試艦勘餃新れ まヽした。そして、今年二月から第2岬 石室の調

査を行っています。

尽譲 .

中一一」ヽヾ
郎【いいけ』″

頷
泄

（猟
・
“ィ
び
ｒ
や
」
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北神第 2地点古墳・ 第 3地点古墳

は た

3.立  地   J印 第 2地雨劫争 第3地点部質t猷甲晦剰鞭Jの榊蔚初優9ヽ多町

・道場町・長尾町に広がる標高閉Om前後の       上に立地し

ます。北神第2地点古墳のほうが尾藩И溌鶉韻1につくられており、両古

墳の間隔は約15mです。両古墳とも尾根上の原地形を利用してつくらな

平Ⅶか らの標稽盛丑鍬乾Omです。

ここから1よ 六甲山熟列印呻 る員冦 ||・ 八多ナ||・ 有期 ||・

有局 ||が合流して‐本となり岬 ||に流れ込む地点を見おろせ、また大

阪から福知山を経由して日本海側にぬける交通路 (現在の国瞳17聯

)がすぐ下に通っており、その道から力岬JI隊孫の三木や西脇方面にぬ

ける道 G胎の韓 ・三田線や鞠 ・三日購 州 も眼下

t韓 ろせる:蛾臣口曙削更す。

乖

―- 50 -
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北神第 2地点古墳・第 3地点古墳

4.嗣 腰 第2地点古墳・第3地点古墳とも、調麿前の現‖SまI舛で1巧け概ヨが

なく、石室の壁の石が露出している状態で、過去に盗掘を受けているよ
』Vしきぃう 遭7,どうこうれ

そでヽ しヽ

うでした。また、墳丘t癖 2難薦古墳は即ぷ 第 3地蕪部剤�妨 後円

墳と見られていまし触 ＼確かな規綾については不明でした。

1)奎奉 2引山 苺 鷲 装 費

古墳の形と大きさ JL4[瞬勒地点古墳1よ ビ印防測 に大きく削られています力＼嗣

結果から直径17m・ 高さ約2.5�の円墳と考えられます。尾根の高い部

分に盛り上をしてつくられており、自然嘘 うまく利用して、石室

の入日方向からは実際より大きく見えま丸
りょうそで

石室の形と大きさ 埋葬施設t葡南東痢旬とこ開口し箔聯厳惣瑯夢ご話崖で、二つの師印こ

大きな‐枚石を使っています。石室の全長は8.6mでく玄室長3.8m・

玄室幅 2。 3m・ 羨道長4.8m・ 羨燿嬌ヨ1.3mす。瓢 lσ難1り の恨1壁

の上部は大きく崩れており、天丼石もすべてなくなっています力＼玄室

の高さは約2m以上あったと推定されます。石室tよ 側陛の石を天丼に

向かって徐々にせり出す「持ち送り」をしています。石室に使われてい
ぎょうか しヽイ)さがん

る石材tよ この付近で産出する凝灰質砂岩です。

七 ________十
一 斗 ___型

m

】鱗 2蝉
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機穴式石室の構造

両袖式

J

ザ
ざ     〔

北神第 2地点吉墳

片袖式 (左片袖)

ゴ
ユ

北神第 3地点吉壇

北神第 2地点古墳・第 3地点古墳

無袖式

高塚山 3号墳

ヒ _____lm

「

~

|

(京都市文化財ブックス第 6集『山背の吉墳』より)
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S=2/3

北神第 2地点古墳・第 3地点古墳

石室内には崩れた側陸の石や天丼石と上が流れ込んでいました。玄室

のほとんど1よ 過去の盗掘により床面まで掘られており、築進当時のよ

うすはわかりませんでした。しかし、水晶製の勾玉や須恵器・地師器・

鉄製品のかけらが残っていました。また、盗掘時のものと考えられる銅

銭 傷聾霊鐘うも出てきました。玄室の床に1よ つくられた当時は板石

が敷いてあったと考えらな 一部 に残っていました。

羨道部に1鶏れた石室の石材が生砂とともt鬱く落ち込んでおり、こ

のため盗掘をまぬがれたようです。八日に近いれ側壁 GLTRID lこそって、

須恵器の重や提瓶など6個膵が並が置かれていました。玄室寄りの部分
てつてく

1よ 床面に多くの石とともに須恵器や土師器などの土器や鉄族 (矢じり

)なか朗菱盤志 耳環 鋼 、滑石製田孟、]開哩幾雑息 ガラスよ

十系などの装身具が出土しました。出上し形百慮器がうくられた時期か

ら、石室へt江亜W遡麟勢巧われたと考えられます力＼遺物の出土状態

から、その後何らかの理由で玄室内の副葬品が羨道に放り出されたと思

われます。

３

　

４ ◎

ω 43

―- 55 -―
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北神第 2地点古墳 。第 3地点古墳

拶癬

はこしきせっかん

帥

羨道部に1潮財鱒勤段けられています力ヽ 入口伺近懃幅が広く、墓道

としての役目を兼ねていたものと思われます。石室の入口に1よ 須恵器

嘲 湘働坤 で出ています。これtよ 墓の前で死渚のための祭り

を行ったものと考えられます。

石室入日の地alk蜘 らヽ月、型の種式石憎が見つかりました。幅

28cmh長さ65cmh深さ17cmで、本来は四方t堀 を組んであったと思わ

れます力＼短側壁と長倒陸の二つの板石しか残っていませんでした。な

力謗ヽ らは何も出土しませんでした力ヽ 古墳と関係ある施設と思われます。

横穴式酒室の占墳の裾に、このような箱式石棺が伴う例t畑こも見られ

市内では舞子古墳群のなかにあります。

第2地蕪部却よ 珂寵♂]から出土し勘 らヽ、      の6世

="〔う

丸

率説斧撫こつくられ、 6世紀末ごろにさらに違弟斜市われたと考えられま

181.00m

0                  50cm

‐よ伺Ⅳ消‐目
巨

9―- 56 -―
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北神第 2地点古墳・第 3地点古墳

2

く
≪≡≡≡至:五万

フ
レ

5 6

1・ 2・ 3・ 6:郭蓋

7:帥   8:訪
9・ 10012:壷 11:蓋

S=1/3
第 2幼部鵡止挫笏
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北神第 2地点古墳・第 3地点古墳

2)J ttFrr~3

古墳蛎 と大きさ ゴ酢膀33蠅熊古墳1よ 前方部を融 鰤 である北西1こ向イナた前

方後闘墳です。墳丘は全体に後世にかなり削られていました力＼今回の

調査で得られたデータから筋 ると、銀 6m・ 後円i顎翌7m・ 後円

部高約5m・ 前方部高約2.6mとなります。また、前方部の裾には溝が

掘られています。

石室の形と大きさ 埋葬施設は南に開口した左片袖式の     、全長8.6m・ 玄室

長5,Om・ 玄室幅2.Om・ 羨道長3.6m・ 麹 畠1.lmを測ります。過

去に盗掘にあって、玄室の天丼石は全てなくなっており、羨道部の天丼

石も最奥の石が崩勅 謗ヽって残っているだけでした。また西側の側壁は

1段目を残しほとんど崩れ、東側の側壁も】乳脚 石をほとんど欠いて

いるため、正確な石室の高さはわかりませ崩 ＼玄室高約2.5m・ 羨道

高約1.5mと考えられます。石室に使われている石材1よ 付近で産出さ

れる      。

五
ク

≪
（

ざさ
＼
11

J聯 3蝉
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北神第 2地点古墳・第 3地点古墳

石室内部の状態

変J線

め
道

ぼ
墓

玄室の床に1      板石とチャートの礫とを敷いた面と、その

上t      いた面があり、追葬があったと考えられます。羨道の

床に1剤勘溌助立ているだけでした。

盗掘によって石室内はかなり荒らされており、冨i鮮品もほとんど取り

去られていました力＼埋まった上の中から須謀器の不身・提瓶・はそう・

蓋や馬具・鉄鏃・ガラ嚢 ゝヽ玉などが出上しています。

また奥壁の向かってご硼 の石には直径12 5cmの「○」印の線刻があ

ります。横穴式石室内の線刻tよ 市内で1よ 垂水区の高塚山古墳群中の

2例に次いで3例日です。

石室の入日から後円部の裾にかけては排水溝を兼ねた墓道がうくられ

ており、その底には飛び石状に石が置かれていました。この墓道内から

も効 郭・壷・甕・はそうが出上しています。

石室内や墓道から出土した遺物から考えると、この古墳は古潤時代後

期の6世紀中ごろにつくられたと考えられます。

→'ti黎■ f｀ }巽ぎ1と

':|森
坤
一伸

サ
五
一角範， 蝕
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北神第 2地点古墳・第 3地点古墳

/

1・ 2:嬬
4・ 5:職
8 :帥

3:蓋
6・ 7:はそう

9・ 10:壺

S=1/3
第 3'観翌選出倒
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北神第 2地点古墳・第 3地点古墳

5。 まとめ 跛Lのように今回の調査で1よ ゼ癬鍋ぶ接期の横火苅降譲魏麟鞄段

とする古墳を2基調査しました。

】酢膀33地点部郵ま6世細中ごろにつくられた前方後隠 した。前
しぃちょうぼ

方後円墳1ま当時のそ勒 首長墓と考えられており、この吉墳も昔の

この地域を治める首長の墓と考えられます。横穴式石室を理葬施設とす

る前方後円墳の榊 発掘調急朗珈mで は初めてであり、兵

庫県下でも3例日であることから轟 ま資料となります。また「○」印

罐 J悩県脚 め朝 されたものであり、嚇 も珍しいもの

す 。

北紳第2地点古墳は6世紀後半につくられた円墳でし簿 ＼両袖式の

横穴式石室はこの時期には珍しく、石材も大きく立派であることなどか

ら、J酢陽ヨ3地点古墳旧院くこ勒 首長基と考えられます。

これま瑠 帥犠垣斑内で調査された部叡期 の2墓の吉墳も含めて

6基になります。これらf7D古墳は同時期につくられたものがないことか

ら、この地域の首長墓がこの丘陵上に次々とつくられていったことがわ

かり、地蝦p古墳時代の社会を知る上蝉 資料となります。

保存整備のため調査を行いまし潮 ＼第2地点古噴・第3地点古墳と

も、石室の状態から、稚 を公開して瑞 は難しいと判断されました。

このため、今回の調蔭のあと、石室は現状のまま埋め戻しで保存するこ

とになります。石室の公開tよ この現地調明会で最後になります力＼今

徳 前撥 P34傷鶏地鮎 斡 と鵬 い 2盤癬 詢

行う瀬 蛍サ。
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北神第2地点古墳・第3地点古墳

調麿にう コヽ よ 行 糀 封 翔     i勒 解 誰 いま丸

まな 神戸市文化財専門委員の和田呻 よ伏 奈良国眩文化財研

翻躊導書得ました。
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